
 

 講演会や講座などで、せっかくよい話を聞いても、振り返りの時間が設定

されなければ、その効果はあまり期待できません。家庭教育学級等の一環と

して行ったはずの料理教室などの体験活動も、料理を作っただけで終わって

しまったということのないように、新たな気付きを促す働きかけが必要です。 

 ここでは、同じ体験を行った参加者同士が、お互いの受け止め方の違いな

どを共有することを通して、学びを深めるためのプログラムを紹介していま

す。講座等の目的に合わせて、アレンジしてご活用ください。 

ポイント！ 

①効果的な質問を行う 

②具体的な行動目標を立てる 


